
 

平成の江戸っ子花屋 

 

山崎信男さん 

 

平成の世に江戸っ子がいるとしたら、この人みたいな人を言うのだろう。本職は西武池

袋線桜台駅南口の花屋さん「桜台花園」の主人。大の祭り好き、サーフィンはプロ。PTA

会長を務め、町会活動にも真正面から取り組んでいる。 

お隣の豊島区で生まれ育った。商業高校を卒業したころは就職難だった。選んだ職場は

海上自衛隊。先輩が勧めてくれた。配属は海上自衛隊とはいえ厚木基地の P3C 対潜哨戒機

の救命機器の整備だった。いまでも自衛隊には未練があるという。「本当は護衛艦に乗りた

かった」 

厚木からほど近い大磯など湘南の海でサーフィンを始めたのは 20 歳のころ。すっかりの

めりこんで趣味で始めたはずが競技会にも参加するようになる。そして今や日本サーフィ

ン協会（NSA）東京支部長の立場にある。 

転機は 24 歳の時にやってきた。家業の花屋を任されたのだ。「長男だから逃げられない」 

3 代目の花屋の誕生である。桜台花園は祖父の代から数えて 40 年近く営業している。「新鮮

な生花を割安で扱うことを心がけている」という。いまは「花祭壇」に熱心に取り組んで

いる。花屋が葬儀をプロデュースする新しい動きだ。祭壇にヒノキがない、従来より２～

３割費用が節減できるという。株式会社リベントの活動に参加してすでに実績を重ねてい

る。 

 桜台には 30 歳から住んでいる。練馬駅周辺など近代化したところがあると思えば、古い

農家や畑があったりして、新しいものと古いものが融合した環境が特徴だという。高校生

と中学生の二人の息子さんがいる。開進第二中学校の PTA 会長。「子供にいくらボランテ

ィアを説いても、大人がやらなければついてこない」 桜台自治会厚生部長でもある。サ

ッカー選手の二男がプロ選手になることを夢見ている。 

 

1958（昭和 33）年生まれ 

桜台花園（桜台１－４－１４ 電話０３－３９９１－３０３９） 


